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資料３ 

 

本 事 案 発 覚 後 の 経 過 

 
 
平成 18 年 11 月～12 月  大学院生等が数理物質科学研究科の教員に、長教授等が不適切なデー 

タ解析を行っていると訴える 
 
平成 19 年 2 月 14 日   数理物質科学研究科内に調査委員会を設置し、調査を開始 
 
平成 19 年 4 月 23 日   数理物質科学研究科長が、研究担当副学長に調査報告書を提出 
 
平成 19 年 4 月 26 日   研究公正管理者（研究担当副学長）が、数理物質科学研究科長に予備

調査委員会の設置及び調査を指示 
 
平成 19 年 5 月 10 日   数理物質科学研究科長が、研究公正管理者に予備調査報告書を提出 
 
平成 19 年 5 月 16 日   研究公正委員会を開催し、調査委員会を設置（以降、11 月までに調査

委員会を計 7 回開催） 
 
平成 19 年 10 月 9 日    調査委員会より長教授等に調査結果(案)を手交し、弁明を求める 

 
平成 19 年 10 月 22 日  長教授が、調査委員会に弁明書を提出（10 月 23 日：差し替え提出） 

 
平成 19 年 11 月 26 日  調査委員会より研究公正委員会に調査結果を報告 
 
平成 19 年 12 月 3 日   研究公正委員会が、調査委員会の調査結果について審議（以降、平成

20 年 1 月までに計 3 回開催） 
 
平成 20 年 1 月 11 日   研究公正委員会委員長が、学長に研究不正行為について報告 

研究公正委員会委員長が、長教授等に研究不正行為についての認定結

果等を通知 
 
平成 20 年 1 月 21 日   長教授等が、学長に異議申立書を提出（１月 29 日：補充書提出） 
 
平成 20 年 1 月 22 日   学長が、研究公正委員会に異議申立の取扱を付託 
 
平成 20 年 2 月 4 日   研究公正委員会が、長教授等からの異議申立について審議（以降、3

月までに計 2 回開催） 
 
平成 20 年 3 月 4 日   研究公正委員会委員長より学長に対して異議申立を棄却する旨の同委

員会の審議結果を報告 

 
平成 20 年 3 月 6 日   学長より長教授等に異議申立を棄却する旨通知 

              学長より長教授等に論文の取り下げを勧告 


